
 

【
作
者
】
松
口
月
城
（
一
八
八
七
～
一
九
八
一
年
）
（
明
治
二
十
年
～
昭
和
五
十
六
年
）
。
名
は
栄
太
。
月
城
と
号
す
。
福
岡
市
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
よ
り
秀
才
の
誉
れ
高
く
、
熊
本
医
学

専
門
学
校
を
卒
業
。
十
八
歳
に
し
て
卒
業
し
て
医
者
と
な
り
、
世
人
を
驚
か
せ
た
。
当
時
、
久
留
米
出
身
で
熊
本
に
住
ん
で
い
た
詩
壇
の
重
鎮
・
宮
崎
来
城
に
漢
詩
を
学
び
、

以
来
こ
の
道
を
極
め
福
岡
に
「
月
城
吟
社
」
を
経
営
し
、
現
代
詩
壇
の
雄
と
し
て
活
躍
、
書
画
に
も
秀
で
て
い
た
。
昭
和
五
十
六
年
九
十
五
歳
で
没
。「
月
城
詩
集
」
が
あ
る
。

我
が
「
岳
精
会
会
詩
」
の
作
詩
者
で
も
あ
る
。 

【
語
釈
】
＊
名
古
屋
城…

徳
川
家
康
が
西
南
諸
大
名
に
命
じ
て
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
着
工
し
、
同
十
七
年
に
完
成
。
尾
張
徳
川
家
の
居
城
で
、
天
守
閣
は
加
藤
清
正
が
造
営
、

閣
上
に
は
金
の
鯱
が
飾
っ
て
あ
る
。
第
二
次
大
戦
中
、
昭
和
二
十
年
戦
火
に
遭
い
、
本
丸
御
殿
の
障
壁
画
な
ど
を
除
き
大
半
を
焼
失
。
昭
和
三
十
四
年
に
再
建
さ
れ
、
大
天
守
・

小
天
守
と
も
に
復
元
さ
れ
た
。 

＊
金
麟…

金
で
造
っ
た
鱗
、
金
鯱
。 

 

燦
爛…
キ
ラ
キ
ラ
光
り
輝
く
さ
ま
。 

 

＊
高
甍…

高
い
い
ら
か
、
高
い
瓦
屋
寝
。 

＊
登
臨…

高
い
と
こ
ろ
に
登
っ
て
下
を
見
渡
す
こ
と
。 

 

＊
秀
立…

き
わ
だ
っ
て
抜
き
ん
出
て
い
る
。 

 

＊
金
湯…

「
金
城
湯
池
」
の
略
で
、
金
で
造
っ
た
よ
う
な
堅
固
な
城
と
、

煮
え
た
ぎ
る
湯
を
た
た
え
て
人
の
近
寄
れ
な
い
池
。
堅
固
な
備
え
。 

【
通
釈
】
金
の
鯱
鉾
が
高
い
瓦
屋
根
の
上
で
燦
爛
と
輝
い
て
い
る
名
古
屋
城
に
、
今
日
登
っ
て
下
界
を
見
渡
す
と
、
何
と
も
云
え
な
い
壮
大
な
気
分
が
胸
中
に
湧
き
起
る
。
天
守
閣
は
ま

る
で
雲
を
衝
か
ん
ば
か
り
に
聳
え
立
ち
、
堅
固
な
備
え
を
す
る
名
古
屋
城
は
実
に
立
派
な
城
で
あ
る
。 

【
鑑
賞
】
金
の
鯱
鉾
と
天
守
閣
を
誇
る
名
古
屋
城
は
、
天
下
の
名
城
と
し
て
名
高
い
。
別
名
金
鯱
城
・
金
城
と
も
い
わ
れ
る
。
作
者
は
、
こ
の
名
城
に
登
城
し
て
み
て
、
そ
の
眺
め
に
あ
ら
た
め

て
驚
き
感
嘆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
承
句
「
今
日
登
臨
無
限
の
情
」
は
、
そ
の
感
激
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。 


